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 第一章では、井上の事実上の処女作である『日本人のへそ』を対象とし、全 6 項目の分析項目
と井上の作品までの遍歴、同時代演劇・ミュージカル・音楽劇文脈からの分析を行っている。 
 第二章では、第二期の特徴が顕著に表れ、第三期への架け橋となる『頭痛肩こり樋口一葉』を
対象とし、同様の分析方法で分析を行っている。 
 第三章は、「音楽を伴った演劇
ドラマ・ウイズ・ミュージック
」と名付け、その手法を研鑽し確立させていく『花よりタンゴ―
銀座ラッキーダンスホール物語』を同様の分析方法で分析している。 
 第四章では、生涯をかけて作り続け、その手法と思想を発展させてきた井上音楽劇が結実した
遺作『組曲虐殺』を対象としている。前 3 作品と同じ方法で分析することで、日本語と日本人に
こだり作り続けた井上音楽劇が、どのような作品に至ったのかを分析している。 
 第五章は、これら各時期の作品の分析結果を、分析項目ごとにまとめ、井上ひさしの音楽劇と
しての特質とその変遷を総括している。 
 終章は、結論であり、日本のミュージカル受容史に井上ひさしの音楽劇を位置づけている。 
 以上、本論文は、歌とドラマの関係に焦点を当て、井上の各時期の特徴的な音楽劇作品を丁寧
に分析することで、井上音楽劇の特質とその変遷を明らかにしている。その分析をふまえて、新
たに日本のミュージカル受容史に井上音楽劇を位置付けし直し、日本のミュージカルのあり方の
可能性も検討している。また、本論文は、分析方法自体を含め、研究方法が模索されているミュ
ージカル・音楽劇研究の一つの新しいアプローチも提案している。本研究は、井上ひさし研究は
もとより、メディア論、文化論、芸術学、記号論、演劇学、音楽学、受容史研究など多分野にま
たがる優れて学際的な研究であって、人間社会情報科学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって本論文は博士（学術）の学位論文として合格と認める。 
